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２つのプログラムおよび認定資格制度を提供
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• CDPプロジェクトリー
ダー養成コース
⁻ CDP活⽤、データ利活⽤を
進めるために必要な知識、
およびCDPプロジェクトの
推進ノウハウを学ぶ

• コース終了後の修了試験
で合格者を認定
⁻ TD�Certified�Project�
Leader�Course

⁻ 修了証を発⾏

• CDPエンジニア養成コー
ス
⁻ CDPの活⽤を進めるために
エンジニアが必要な知識を
学ぶ

• コース終了後の修了試験
で合格者を認定
⁻ TD�Certified�Engineer�
Course

⁻ 修了証を発⾏

• CDPを実装/活⽤する⽅を
育成
⁻ CDPの知識を持つエンジニ
アやマーケターを対象とし
たコースで、CDPの実装⽅
法や活⽤⽅法を演習やデモ
環境を通して実践的に学ぶ

• ハンズオン形式の認定試
認定試験を⽤意
⁻ 合格者には認定証を発⾏

レギュラープログラム アドバンスプログラム

レギュラープログラム修了認定 アドバンス認定

これからCDPに関わる⽅ CDPの経験をお持ちの⽅
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レギュラープログラム
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背景：データ利活⽤を実現しようとすると、よく陥る状況

よくある企業の課題。双⽅のスキルや理解、⾔語に乖離があり、推進できない
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DASH
BOARD
DASH
BOARD

Consulting
/�technology

Marketing
/�Execution

ビジネス・マーケ視点
仮説ありきの施策⽴案中⼼のため、
テクノロジーに関するリテラシーが
追いつかない…。

テクノロジー視点
各種ツールのソリューションに関する
理解は深いが、何のために導⼊する
のかビジョンを描けない…。

×
×
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レギュラープログラム

5

CDP�Project�Leader�養成コース

• Treasure�Data�CDPの活⽤、データ利活⽤を進
めるために必要な知識、およびプロジェクト設
計、推進⽅法を学ぶ

• 本コースを通じて社内でTreasure�Data�CDPの
Project�Leaderとなれる⼈材を養成

CDP�Engineer養成コース

• Treasure�Data�CDPの活⽤、データ利活⽤を進
めるためにエンジニアとして必要な知識を学ぶ

• Treasure�Data�CDPの特徴、各機能に精通し、
施策を実現するために必要な知識を習得
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レギュラープログラムの⽬指す姿

技術のわかるプロマネ∕ビジネス理解のあるエンジニア、
⼆種類のπ字型⼈材を揃えることがCDPプロジェクト成功の要件
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レギュラープログラムの全体像

⼿法だけでなく、実際のケースをもとに実務プロセスに使えるカリキュラム構成
・CDP�Project�Leader�養成コース&�CDP�Engineer�養成コース
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CDP�Project�Leader養成コース

CDPプロジェクトの⽬的/戦略設計からデータ活⽤までの実務プロセス、CDPを活⽤するための⼿法、
およびプライバシー保護に関連する法的な知識を習得
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CDP�Engineer養成コース

Treasure�Data�CDPの構築やデータ活⽤のために、エンジニアとして必要な⼿法を講義とハンズオン形式
の演習を通して習得

聴講可
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3つの特徴
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• 各コースの内容⾃体を詳細化してい
ることに加えて、参加者は実際にサ
ンプルデータを使いながら、CDPを
操作するハンズオンを実施

• 少⼈数制を採⽤し、講師が⼀⼈ひと
り質問に対して対応する時間を確保

• 学習初期のつまづきを最⼩化し、社
内データ活⽤の早期⽴ち上げに貢献
‐データインポート、アグリ
ゲーション、データエクス
ポート等、実務に沿ったコン
テンツを⽤意

• これまで形式化されてこなかった、
CDP導⼊やデータマネジメント系プ
ロジェクトのノウハウを体系化

• プロジェクトを成功に導く設計やス
テークホルダーマネジメントから、
CDP実装時の注意点、そしてユース
ケースまでを⼀気通貫で指導し、⽣
きたノウハウを⾝につける

• 技術⾯での知識を実務に使える形に
理解・昇華させるためのプログラム

• データ利活⽤時に今や避けては通れ
ない、プライバシー保護の問題を徹
底解説し、企業のリスクマネジメン
トへ貢献

• ⼤⼿法律事務所と提携することで、
体系的かつ正確な法律知識をマーケ
ティング実務者にも⾝につけてもら
う

• GDPRや個⼈情報保護法改正、
Cookie規制等、重要なトピックを
網羅

データ利活⽤およびCDPの活⽤を実現するケイパビリティの“インハウス化”を徹底サポート

ハンズオンセッションの充実 PLのノウハウを体系的に提供 プライバシー保護への注⼒
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Project�Leader�/�Engineer�養成コースのコンテンツ内訳（１）
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No 科⽬ 講義時間
の⽬安(h)

Engineer
Course

Project
Leader
Course

科⽬修了
試験 備考

1 はじめてのCDP 2.0 任意 任意 なし 動画のみ
2 Basic 3.5 必須 必須 あり
3 Adminitrator 3.0 必須 - あり
4 SQL 基礎1 3.0 必須 必須 あり 動画あり
5 SQL 基礎2 3.0 必須 - あり
6 SQL 基礎3 3.0 必須 - あり
7 Treasure Workflow/Custom Scripts概論 3.0 必須 - あり
8 Treasure Workflow演習 2.0 必須 - あり 演習解説（講義は動画）
9 Custom Scripts演習 3.0 必須 - あり
10 Audience Studio for Marketers 4.0 必須 必須 あり
11 Audience Studio for Engineers 4.0 必須 - なし
12 TD AutoML 3.0 任意 任意 なし
13 Project Leader Session 1: 重要要素と課題の把握・理解 1.5 聴講可 必須 あり 講義は動画
14 Project Leader Session 2: 構想・要求定義 1.0 聴講可 必須 あり 講義は動画
15 Project Leader Session 3: CDP基盤設計パート 1.0 聴講可 必須 あり 講義は動画
16 Project Leader Session 4: CDP基盤実装パート 1.0 聴講可 必須 あり 講義は動画
17 Project Leader Session 5: 施策活用パート（可視化・分析） 1.0 聴講可 必須 あり 講義は動画
18 Project Leader Session 6: 施策活用パート（セグメント基盤） 1.0 聴講可 必須 あり 講義は動画
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Project�Leader�/�Engineer�養成コースのコンテンツ内訳（２）
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No 科⽬ 講義時間
の⽬安(h)

Engineer
Course

Project
Leader
Course

科⽬修了
試験 備考

19 リーガル　基礎編 1.0 視聴可 必須 なし 動画のみ
20 リーガル　応用編 1.0 視聴可 必須 なし 動画のみ
21 リーガル　実践編①：データマッピング 2.5 ー 必須 なし
22 リーガル　実践編②：プライバシーポリシー作成 2.5 ー 必須 なし
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実務プロセス別プログラム概要
(CDP�Project�Leader養成コース)
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CDP�Project�Leader�養成コースの対象者とゴール

ビジネス/エンジニア領域のPJ設計・管理レイヤーが主な対象
ビジネス/エンジニア双⽅の視点で、プロジェクト推進に必要な情報を理解し、全体コントロールを図る
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経営レイヤー（プロジェクト責任者）
:�実現ビジョン・構想

PJ設計・管理レイヤー(ビジネス）
：プロジェクト推進

PJ設計・管理レイヤー(エンジニア）
：CDP構築推進

実務・運⽤レイヤー

報告/要望

適切な要求と要件

実務・運⽤レイヤー
適切な解釈と実装

報告/要望 指⽰/承認指⽰/承認

明確な指⽰ 明確な指⽰
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Project�Leader�/�Engineer�共通コース

以下の３コースは、Project�Leader�と�Engineer�の共通コースです
※各コースの詳細はエンジニアコースのスライドをご覧ください

プロジェクトリーダー

エンジニア

• Basic
• Treasure�Data�CDPの全体像を理解し、使い始められるようになります

• SQL基礎編1
• Treasure�Data�CDPに保存されたデータにアクセスするためには、データアクセスの標準
であるSQLを利⽤します。このコースではSQLの基礎を学ぶことができます

• Audience�Studio
• Treasure�Data�CDPに蓄積された顧客データを活⽤するためのツール、おーディエンスス
タジオについて学びます
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CDP�Project�Leader養成コースの全体像（２）

Project�Leader�Session�1-6
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⽬的/ビジネス要件定義 推進体制 全体像/論点整理

設計・実装プロセス

z

• 顧客セグメントの定義
• マーケティング施策/�
業務⾼度化の⽅針⽴案

施策設計 セグメント精緻化

運⽤プロセス

• 集約されたデータをモデル化
• セグメント/トリガーの設計
• スコアリングロジックの設計

• ニーズやステータス
に合わせて、適切な
施策を実⾏

構想・要求定義
プロセス

構想・要求定義プロセス

• プロジェクト推進における課題把握
• データ利活⽤における⽬的・スコー
プ整理

• プロジェクト体制の構築
• 必要スキルセットと⼈財の精査

• ビジネス/エンジニア軸の
論点と合意形成ポイントの明確化

データ要件定義
• データ利活⽤の把握
• データの存在/形式/制約条件
• リレーションの確認
• 基盤システムとの連携

設計・実装プロセス

データ取得設計 データ加⼯設計 アウトプット連携
• I/F仕様確認
• タグ/SDK実装
• データ取込⽅法
• DB/テーブル格納⽅法

• データクレンジング
• リレーション構築
（名寄の処理）

• データマート設計
• 外部ツールの連携仕様設計
• データ処理の⾃動化/⾼度化

SQL/Workflow SQL/Workflow

Audience�Studio/
Custom�Scripts

CDP Basic/Advanced

Custom�Scripts

施策実⾏/PDCA分析/可視化

• 統合データによる可視化
• BIツール等によるモニタ
リング基盤の構築

Audience�Studio/MLAudience�Studio

施策運⽤プロセス
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CDP�Project�Leader養成コースの全体像（３）

Project�Leader�Session�1-6

⽬的/ビジネス要件定義 推進体制 全体像/論点整理

設計・実装プロセス

z

• 顧客セグメントの定義
• マーケティング施策/�
業務⾼度化の⽅針⽴案

施策運⽤プロセス

施策設計 セグメント精緻化

運⽤プロセス

• 集約されたデータをモデル化
• セグメント/トリガーの設計
• スコアリングロジックの設計

• ニーズやステータス
に合わせて、適切な
施策を実⾏

構想・要求定義
プロセス

構想・要求定義プロセス

• プロジェクト推進における課題把握
• データ利活⽤における⽬的・スコー

プ整理

• プロジェクト体制の構築
• 必要スキルセットと⼈財の精査

• ビジネス/エンジニア軸の
論点と合意形成ポイントの明確化

データ要件定義
• データ利活⽤の把握

• データの存在/形式/制約条件
• リレーションの確認
• 基盤システムとの連携

設計・実装プロセス

データ取得設計 データ加⼯設計 アウトプット連携
• I/F仕様確認
• タグ/SDK実装
• データ取込⽅法

• DB/テーブル格納⽅法

• データクレンジング
• リレーション構築
（名寄の処理）

• データマート設計
• 外部ツールの連携仕様設計
• データ処理の⾃動化/⾼度化

SQL/Workflow SQL/Workflow

Audience�Studio/custom�
script

CDP Basic/Advanced

custom�script

施策実⾏/PDCA分析/可視化

• 統合データによる可視化
• BIツール等によるモニタ

リング基盤の構築
Audience�Studio/MLAudience�Studio

はじめに：イントロダクション
Session1：重要要素と課題の把握・理解
Session2：CDP構想・要求定義

Session3： CDP基盤設計パート
Session4： CDP基盤実装パート

Session5：施策活⽤パート（可視化・分析）
Session4：施策活⽤パート（セグメント基盤）

プロジェクトリーダー

エンジニア（聴講可）

https://docs.google.com/document/d/1hkdCBEUK-b49Rkn-bMkhJTsvr2vl7V1oFvBnaBbasg4/edit
https://docs.google.com/document/d/1hkdCBEUK-b49Rkn-bMkhJTsvr2vl7V1oFvBnaBbasg4/edit
https://docs.google.com/document/d/1hkdCBEUK-b49Rkn-bMkhJTsvr2vl7V1oFvBnaBbasg4/edit
https://docs.google.com/document/d/1hkdCBEUK-b49Rkn-bMkhJTsvr2vl7V1oFvBnaBbasg4/edit
https://docs.google.com/document/d/1hkdCBEUK-b49Rkn-bMkhJTsvr2vl7V1oFvBnaBbasg4/edit
https://docs.google.com/document/d/1hkdCBEUK-b49Rkn-bMkhJTsvr2vl7V1oFvBnaBbasg4/edit
https://docs.google.com/document/d/1hkdCBEUK-b49Rkn-bMkhJTsvr2vl7V1oFvBnaBbasg4/edit
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CDP�Project�Leader�Session�1-6�の資料の例
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リーガルプログラム概要
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リーガルプログラム�講師紹介
TMI総合法律事務所 パートナー ⼤井哲也�弁護⼠

2001年弁護⼠登録。IPO、企業間紛争。クラウド、インターネット・インフラ∕コンテン
ツ、SNS、アプリ・システム開発、アドテクノロジー、ビッグデータアナリティクス、
IoT、AI、サイバー・セキュリティの各産業分野における実務を専⾨とし、ISMS認証機関
公平性委員会委員⻑、社団法⼈クラウド利⽤促進機構（CUPA）法律アドバイザー、経済
産業省の情報セキュリティに関するタスクフォース委員を歴任する。

【専⾨領域】
クラウド
• EU⼀般データ保護規則
（GDPR）の適合性評価お
よびGDPR対応・実装⽀援

• クラウド導⼊に伴う個⼈
情報保護法（⽇本）の適
合性評価

• 世界各国グローバルでの
個⼈情報保護法・個⼈情
報保護⾃主規制・ガイド
ライン等の適合性評価

• クラウド導⼊のための安
全管理基準適合評価

• クラウド利⽤規約/SLAの
レビュー

サイバー・セキュリティ
• 情報漏えいインシデント
のフォレンジック調査・
第三者調査委員会の組成

• PCI-DSS、ISMS等のセ
キュリティ基準適合性
評価

• 個⼈情報保護法対応
（⽇本及びアジア、アフ
リカ、南⽶、中東の各地
域）

• EU⼀般データ保護規則
対応

アドテク
• DMP（Data�
management�
platform）事業における
「匿名加⼯⼿続き」の個
⼈情報保護法の適法性評
価

• 匿名加⼯情報の再識別化
リスク評価

• ユーザを代理したDMP導
⼊のための適法性評価

IoT、AI
• ⾃動運転⾞、コネク
ティッド・カーに関する
以下の法的対応

• センシングにより収集さ
れたデータの著作権、
データ提供契約作成

• IoTデバイスの脆弱性と
IoTデバイス提供事業者の
責任

• AIシステムの瑕疵と法的
責任
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リーガルレクチャー編（Engineer養成コースの⽅も視聴可）

プライバシーやビッグデータ関連法の要点をマーケティング実務者向けに徹底解説
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• ビッグデータの利活⽤事例

• データ⼊⼿・加⼯・第三者提供までのライフサイクル

• 個⼈情報保護法の解説

• 近時のビッグデータ活⽤の炎上事例

• データエクスチェンジにまつわる法律問題

• 改正個⼈情報保護法上のCookie規制

• GDPRなど外国の個⼈情報保護規制

との⽐較

• アドテク業界の⾃主規制

（JIAAガイドライン）

①基礎編 ②応⽤編

プロジェクトリーダー

エンジニア（視聴可）
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リーガル実践編

受講者参加型のトレーニングを介して、⾃社に役⽴つ知識を体得
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• データの収集ルートを洗い出そう

• 収集データの保管場所・データ構成を洗い出そう

• データの利活⽤の⽅法（アウトプット）を洗い出そ

う

• 更なるデータの利活⽤⽅法を考えてみよう

• データマッピングを踏まえ、発⽣し得るリスクを分

析してみよう

• 架空のプライバシーポリシーを参考に、顧客の⽬線に⽴っ

て、⾃分のデータがどのように利⽤されているかを考えて

みよう

• 顧客の納得を得るために、何を説明すべきかを考えてみよ

う

• 顧客からどのように同意を取得すべきかを考えてみよう

• 顧客が不安を持つ要因を、近時の炎上事例から学ぼう

③データマッピング ④プライバシーポリシー作成

プロジェクトリーダー
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リーガル実践編の概要

データマッピングを元に、データライフサイクルや炎上事例、Cookie/端末識別⼦等の取り扱い、改正個⼈情報保護法
/JIAAガイドライン、プライバシーポリシー作成時の注意点など、プライバシーに関するトピックを網羅的に解説
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Treasure�Data�CDP
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⼿法別プログラム概要
(CDP�Engineer養成コース)
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Treasure�Data�CDP内でのデータ活⽤フロー

25

施策への連携統合・分析・セグメンテーションデータ収集

デ
ー
タ
活
⽤
⼿
順

Raw
Data

各データソース
にて発⽣した、
イベント毎の
時系列のデータ

Pre-
processed 

data

集計/結合を⾏った
加⼯済みデータ
・マスタ(IDリスト)
・属性
・⾏動

Master 
Segment 

Data

Pre-processed�Data
を結合し作成した
ユーザーの⺟集団
・会員
・アノニマス

Segment 
Data

Master�Segment
データから様々な条
件によって抽出した

データ

デ
ー
タ
種
別

特定
ユーザー
＝
セグメント
を抽出

施策・分
析に連携

どのデー
タを使う
かデータ
ソースを
選定

ユーザー
の塊
=マスターセ
グメント
を作成

各ソース
から
データを
収集

データを
使える形
に加⼯・
集計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

データを活⽤して○○するために、

サイト

広告

MA

プッシュ
通知
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CDP�Engineer養成コースの各コースの位置づけ
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施策への連携統合・分析・セグメンテーションデータ収集

デ
ー
タ
活
⽤
⼿
順

デ
ー
タ
種
別

特定
ユーザー
＝
セグメント
を抽出

施策・分
析に連携

どのデー
タを使う
かデータ
ソースを
選定

ユーザー
の塊
=マスターセ
グメント
を作成

各ソース
から
データを
収集

データを
使える形
に加⼯・
集計

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

データを活⽤して○○するために、

サイト

広告

MA

プッシュ
通知

Basic�/�Administrator

Workflow�/�Custom�Scripts

SQL

Audience�Studio(Engineer)

Audience�Studio(Marketer)
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Basicコースのスコープ

Treasure�Data�CDPを導⼊するための概要、機能、設定などの基礎知識を学習

27

概�要
対象者：
Treasure�Data�CDP未経験者向け
ゴール：
CDPの基本的な概念を理解し、運⽤を考
慮しながら基本的な作業が実施できるよ
うになる
概要：
• CDPとは何か
‒ データフロー概要

• Treasure�Data�CDPへのアクセス
• データベースとテーブル
‒ データベースのアクセス権限
‒ テーブルスキーマ

• データインポート⽅法
‒ Data�Connector

• データ加⼯と分析、およびエクスポー
ト
‒ SQLによるデータの加⼯と分析
‒ Result�Export

コンテンツ例

プロジェクトリーダー

エンジニア
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Administratorコースのスコープ

Treasure�Data�CDPを導⼊後、安定した運⽤を⾏うためのノウハウを習得
概�要

対象者：
CDPの運⽤管理に関わる⽅
ゴール：
CDP環境の設計・運⽤責任者として、
管理⼿法・セキュリティを理解する
概要：
• Treasure�Data�CDPの管理
• ユーザ管理

‒ ユーザ権限
‒ 管理者機能
‒ その他のユーザ管理

• データセキュリティ管理
‒ データ管理ポリシー
‒ ハッシュ・暗号化
‒ プライベートコネクト
‒ Audit�Log

• システムリソース管理
‒ リソースモニタリング
‒ リソースプール

コンテンツ例

運⽤管理に必要な設定や権限管理、安定的な稼働を実現するために必要なリソース
管理やチューニング⼿法について体系的な学習を⾏う

エンジニア
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SQL基礎編１〜３コースのスコープ

セグメント作成の出発点になるSQLを実践を交えながら理解する
概�要

対象者：
Treasure�Data�CDPに関わる全て
の⽅がSQLの知識をSQL基礎編1、
２、３の３ステップに分けて学習

SQL基礎編1
対象:�初学者:エンジニア/Project�Leader
• ゴール： CDP上のデータをSQLで扱
えるようになる

• SELECT、WHERE、JOIN、GROUP�
BYによるデータ集計

SQL基礎編2,3
対象:�エンジニア
• ゴール：テキストを参考に⾃分で学
習が進めるようになる

• Treasure�Data独⾃関数の理解
• WINDOW関数、正規表現などを⽤
いる⾼度なクエリ

コース内容

• 実践的なデータセットを豊富に⽤意
• ⽂字列関数・正規表現・数学関数などのリファレンス的活⽤
• 重要なTreasure�Dataの DATE/TIME�関数の徹底理解

プロジェクトリーダー※

エンジニア
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Workflow�/�Custom�Scripts�概論のスコープ

Treasure�Workflowを⽤いたデータ加⼯、処理の定期実⾏や⾼度な⾃動化⼿法、および
Pythonを⽤いた⾼度なWorkflow�(Custom�Scripts)�の⽤途、利⽤⽅法を学習する

概�要
対象者：
Treasure�Data�CDPに関わる全
てのエンジニア

ゴール
Treasure�WorkflowとCustom�
Scriptsのコンセプトを理解し、利
⽤できるようになる

概要：
• Treasure�Workflowの概要
• Treasure�Workflowの記法
• ハンズオン演習
• Custom�Scriptsの概要
• 基本的なCustom�Scriptsの使
い⽅

• ハンズオン演習

コンテンツ例

エンジニア
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Workflow�演習のスコープ

Treasure�Workflowを本番環境で利⽤するために必要となる実践的な知識を習得する

概�要
対象者：
概論コースを受講済みで、実際に
Workflowを記述、デバッグ、運⽤す
るエンジニア

ゴール：
Workflow�/�Custom�Scripts概論を理
解したエンジニアが、実環境で利⽤す
る様々なWorkflowを開発できるよう
になる

概要：
• Treasure�Workflowとは（概論の
復習）

• Treasure�Workflowの構成要素
• Workflowベストプラクティス１、
２

• ハンズオン演習

コンテンツ例

エンジニア
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Workflow�演習のスコープ

Treasure�Workflowを本番環境で利⽤するために必要となる実践的な知識を習得する
説明部分は動画で提供し、講義ではハンズオン演習の解説を⾏う

概�要
対象者：
概論コースを受講済みで、実際に
Workflowを記述、デバッグ、運⽤す
るエンジニア

ゴール：
Workflow�/�Custom�Scripts概論を理
解したエンジニアが、実環境で利⽤す
る様々なWorkflowを開発できるよう
になる

概要：
• Treasure�Workflowとは（概論の
復習）

• Treasure�Workflowの構成要素
• Workflowベストプラクティス１、
２

• ハンズオン演習

コンテンツ例

エンジニア
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Custom�Scripts演習のスコープ

Custom�Scriptsを本番環境で利⽤するために必要となる実践的な知識を習得する

概�要
対象者：
概論コースを受講済みで、実際に
Custom�Scriptsを記述、デバッグ、運
⽤するエンジニア

ゴール：
Workflow�/�Custom�Scripts概論を理
解したエンジニアが、実環境で利⽤す
る様々なCustom�Scriptsを開発できる
ようになる

概要：
• Custom�Scriptsとは（概論の復
習）

• pytdとは
• ハンズオン演習

コンテンツ例

エンジニア
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Audience�Studio（for�Marketer/Engineer)コースのスコープ

Audience�Studioの機能全般を理解し、利⽤者としての使い⽅および
Audience�Studioを利⽤できる環境を構築するエンジニア向けの講義を提供

概�要

対象者:
Treasure�Data�CDPを利⽤するエン
ジニア、プロジェクトリーダー、
マーケター、その他全ての⽅

ゴール:
Audience�Studioの役割を理解し、
Audience�Studioを⽤いて何ができ
るのかを理解、実践できるようにな
る

概要
• CDPにおける⽴ち位置の理解
• Audience�Studioの機能紹介
• ハンズオン演習

コンテンツ例

プロジェクトリーダー

エンジニア
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TDAutoMLコースのスコープ

Treasure�Dataが提供するAutoMLの機能を理解する

概�要

対象者:
Treasure�Data�CDPを利⽤するエン
ジニア、プロジェクトリーダー、
マーケター、その他全ての⽅

ゴール:
Treasure�Data�AutoMLの役割を理
解し、TD AutoMLを⽤いて何ができ
るのかを理解、実践できるようにな
る

概要
• TD�AutoMLとは何か
• Notebookについて
• 各Notebookの機能

コンテンツ例

プロジェクトリーダー

エンジニア



©�Treasure�Data©�Treasure�Data

コース終了認定証の発⾏

コース終了後、修了テスト合格者へ発⾏（Partner向けには、パートナー制度と連動）

36

有効期限:�２年間
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アドバンスプログラム
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アドバンスプログラムの概要

レギュラープログラム修了レベルのユーザーを対象とするトレーニングと認定資格を提供

38

背景 CDPの知識を持つエンジニア、プロ
ジェクトリーダーの育成が進んできた
が、具体的な内容を求める声が増加

➡CDPの知識は得たが、具体的に「CDP
の環境の実装」の⽅法を学びたいエン
ジニアの増加

➡CDP導⼊後、蓄積された顧客データ
をフルに「活⽤」するための体系的ス
キルが必要

施策 対応するアドバンストレーニングと認定
資格を提供

トレーニング シナリオに沿って⾏うトレー
ニングと演習
- CDP実装
-オーディエンススタジオ実
装/活⽤

認定資格 「ハンズオン」形式の認定資
格試験による、実践的なスキ
ルを証明する認定資格を提供
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アドバンスプログラム（１）
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CDP�Implementation
（CDP実装）コース
• 顧客データをCDPに収集し、加
⼯、施策連携するために必要と
なる、CDP実装の知識、⼿法を
豊富なハンズオンを通して学習
する

TD AutoMLコース�
(2023年秋頃提供予定）
• Treasure�Data�AutoMLの各機
能を理解し、ハンズオン演習を
通してそれぞれのノートブック
が使いこなせるようになる。ま
た、ノートブックに出⼒される
学習、予測フェーズや分析結果
の読み⽅を学ぶ

Audience�Studio�コース
• CDPの利⽤者がオーディエンス
スタジオを使いこなし、CDPに
格納された顧客データを最⼤限
活⽤するためのノウハウを提
供。また、エンジニア向けに
オーディエンススタジオが利⽤
するDBやワークフローについ
ての詳細動画も提供

エンジニア エンジニア利⽤者エンジニア

⽬的に特化したトレーニングコースをご⽤意
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アドバンスプログラム（２）
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Journey�Orchestrationコース
(2023年秋頃提供予定）
• マーケターでも直感的に利⽤で
きるJourney�Orchestrationを
⽤いカスタマージャーニーにお
ける施策を⾏う⽅法を学習する

• オーディエンススタジオの知識
を持っていることを推奨

ID�Unification�コース
(2023年秋頃提供予定）
• CDPに収集したさまざまなデー
タソースを⽤いてID統合を⾏う
ために、Treasure Dataが提供
する�ID�Unification機能の使い
⽅を学習する

• 事前に基本的なTD�Workflowの
知識があることを推奨

エンジニア

⽬的に特化したトレーニングコースをご⽤意

利⽤者エンジニア
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アドバンスプログラムのトレーニングコース

アドバンスプログラムは�3�つのトレーニングコースを⽤意。それぞれ異なる認定資格を提供
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• CDP（データプラットフォーム）サイドのコース（3種類）
⁻ 1.�CDP�Implementation�Course（通称：CDP�実装コース）[エンジニア向け]

‐ このコースでは、CDPの実装を⽬的とし、さまざまなデータソースからのデータ取得、名寄せやクレンジングなどのデータ加⼯、連携先への出⼒が実装できるよう
になる⼈材育成を⽬指す

⁻ 2.�ID�Unification�Course [エンジニア向け]
‐ CDPに収集したさまざまなデータソースを⽤いてID統合を⾏うために、Treasure�Dataが提供する�ID�Unification機能の使い⽅を学習する

⁻ 3.�TD�AutoML Course [エンジニア向け]
‐ Treasure�Data�AutoMLの各機能を理解し、ハンズオン演習を通してそれぞれのノートブックが使得るようになる

• CDP（オーディエンススタジオ）サイドのコース（2種類）
⁻ 4.�Audience�Studio�Course [エンジニア・利⽤者向け]

‐ オーディエンススタジオの全ての機能の基礎知識と活⽤⽅法を知り、CDP（オーディエンススタジオ）とマーケティングを最⼤限活⽤できる⼈材育成を⽬指す
‐ また、オプションではあるがオーディエンススタジオのバックエンド（データ、Wokflow、挙動）を理解するための動画を提供

⁻ 5.�Journey Orchestration Course [エンジニア・利⽤者向け]
‐ マーケターでも直感的に利⽤できるJourney�Orchestrationを⽤いカスタマージャーニーにおける施策を⾏う⽅法を学習する
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アドバンスプログラム-認定資格
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※認定資格の有効期限は２年間

• Treasure�Data�CDPを⽤いたハンズオン
形式の認定資格試験

• 与えられた課題を期間内に実施する
• 認定資格の取得者は、Treasure�Data�
CDPの知識に加えて実践的なスキルを
持っていることが証明される

Certified�CDP�Specialist:�

ハンズオン形式の試験により「実践⼒」を証明する認定資格
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アドバンスプログラム-認定資格試験の概要
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• ハンズオン形式の試験
⁻ エンジニアは、実際に「⼿を動かせる」ことを評価する、ハンズオン形式の認定資格試験
⁻ ビジネス開発者は、データ活⽤できることを評価するハンズオンとヒアリング形式の認定資格試験

• ハンズオン試験のイメージ

⾝分証による本⼈確認

⽤意された試験環境で
与えられた課題を実施

オフライン、またはオンライン
(1-2週間 /�90min)

合否判定
(70%以上)

課題例
SFTPサーバから顧客データをCDPに取り込む
環境についての情報：SFTP�server:�sftp.example.com、DB�name:�l0_xxx,�Table�name:�yyy

Treasure�Workflowを使⽤して、データ収集から加⼯、出⼒までを⾃動化する

ペアレントセグメント（マスターセグメント）の構築

指定したルールでセグメントの作成

注）試験の⼿順、試験時間などは
認定資格試験ごとに異なります
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アドバンスプログラムの認定資格体系

アドバンスプログラムの各コースの認定資格はレギュラープログラムの上位に位置づけられ、アドバンス
プログラムの認定資格取得者は「Certified�CDP�Specialist�***」として認定される
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アドバンス
プログラム

レギュラー
プログラム

Certified�CDP�Specialist:�
Audience�Studio�Specialist

Certified�CDP�Specialist:�
ID�Unification�Specialist

Certified�CDP�Specialist:�
CDP�Implementation Specialist

Treasure�Data�Certified�
Project�Leader

Treasure�Data�Certified�
Engineer

※認定資格の有効期限は２年間

Certified�CDP�Specialist:�
TD�AutoML Specialist

Certified�CDP�Specialist:�
Journey�Orchestration�
Specialist
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Audience�Studio
コース紹介
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オーディエンススタジオの様々な機能を習得する

オーディエンススタジオには様々な機能があり、TREASUREBIKES�という実サイトのデータをもとに実践
ベースで習得を⾏う

50
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TREASUREBIKES�ウェブサイト‒使⽤するデータセット

https://treasurebikes.com/
⾃転⾞本体・グッズの販売や宣伝を⾏う擬似�Web+ECサイト

51

https://treasurebikes.com/
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オーディエンススタジオアカウント

各⾃オーディエンススタジオのアカウントが与えられ、⾃⾝のアカウントにデモ（お⼿本）アカウントと
同じオーディエンススタジオの構築を⾏う「実践ベース」の講義を展開
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講義構成
本プログラムでは、講義は「オリエンテーション」+「本講義」の2⽇間、または3⽇間構成
事前課題を本講義までにこなしておくことが前提となる
エンジニアに必要なマスターセグメントの作成、バックエンドDBやワークフローについては動画で講義を提供
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オリエンテーション�[3h] 事前課題 認定試験 [オフライン]本講義�[3h�x�2�or�6h]

実施内容

ポイント

• アドバンスプログラム紹介

• 「オーディエンススタジオ活
⽤⽅法」での講義

• 事前課題の説明

• オーディエンススタジオの活⽤

例を知り、それを実現するため
の各機能の理解のモチベーショ

ンとする

実施内容

ポイント

• ⾃⾝のアカウントに各機能（の

⼀部）を実装

• 各機能ごとに「スライド」+

「ビデオ」を参照しながら、⾃
⾝のアカウントにデモアカウン

トと同じ機能を実装していく

実施内容

ポイント

• オーディエンススタジオの各機
能の説明や使い所を解説

• 事前課題で⾏ってもらったこと
の解説

実施内容

ポイント

• オーディエンススタジオのオフ

ラインハンズオン試験（約2週
間）

• 指定した時間内で実装・記述問

題を解いてもらう

2週間 2週間

試験の受験は任意
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CDP実装コース
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CDP基盤構築に必要なスキルを獲得する

ハンズオン演習を中⼼とした実践形式のトレーニングでCDP基盤構築に必要なスキルを習得する
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CDP�

Embulk

データセンター

顧客情報

購買情報

会員情報

中間サーバー

WEBデータ

Appデータ

施策ツール
Workflow（ジョブ管理・実⾏）

顧客関連データ

⾏動関連データ

・連携キー
・属性マスタ
・購買トラン
ザクション

・連携キー
・属性マスタ
・購買トラン
ザクション

・連携キー
・匿名キー（Cookie）
・サイト⾏動ログ
・アプリ利⽤ログ等

統合データ

Presto/Hive（分析エンジン）

アプローチ⾼度化

SQL GUI

Result�
Export

顧客理解（分析基盤）の⾼度化

アプローチ⾼度化

BIツール/統計処理ツール

データマート

セグメントビルダー

Result�
Export

・メール配信
・LINE/SNSメッセージ配信など

営業⽀援ツール（SFA）

広告/レコメンドツール

・ダッシュボード
・アドホック分析

スコアリング

Result�
Export

Result�
Export

オンラインデータ

tag

Connector

MAツール
EC購買情報

SDK

SQL
・連携キー
・属性マスタ
・購買トラン
ザクション

・サイト⾏動ログ
・アプリ利⽤ログ

アプローチ⾼度化

・サイトレコメンド
・広告配信など

・顧客カルテなど

データ取得 データ加⼯ アウトプット

CDP�データセンター 中間サーバー アプローチ⾼度化

顧客理解（分析基盤）の⾼度化

アプローチ⾼度化

オンラインデータ アプローチ⾼度化

Connector

Audience�Studioは
別コース

エンジニア
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CDP実装コース‒概要

CDPのデータフローの3つのフェーズ、「データ収集」「データ加⼯」「データ出⼒」を網羅

63
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CDP実装コース-演習で構築する環境

本コースで構築するCDP環境（データソース、データ加⼯/処理で使⽤するコンポーネント、アウトプット連携先）

64

SQL�Engines WorkflowData�Connector Custom�Scripts

CDP基盤 アウトプット連携先データソース

アクセスログ

ASP

ファイルサーバー

クラウドサービス

コード管理/CICD

メール配信

スプレッドシート
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講義構成

本プログラムでは講義は「オリエンテーション」+「本講義」の2⽇間または3⽇間構成
事前課題を本講義までにこなしておくことが前提となる

65

オリエンテーション�[3h] 事前課題
認定試験 [オフライン
(2week)＋オンライン

(90min)]
本講義�[3h�x�2⽇ or�6h]

実施内容

ポイント

• アドバンスプログラム紹介

• CDP実装講義の全体像の説明
• 事前課題の説明

• レギュラープログラムで学んだ

CDPの各機能を振り返り、アド
バンスプログラムで学習、実装

する内容の準備を⾏う

実施内容

ポイント

• 演習で利⽤する外部サービスの

アカウントを作成
• 必要に応じてWorkflowの使い

⽅、SQLの実⾏⽅法などを復習

• 本講義の演習に向けた事前環境

の構築と、講義で扱うCDPのコ
ンポーネントの使い⽅を復習し

ておく

実施内容

ポイント

• 事前課題で準備した外部サービ
スと連携、データ加⼯等を⾏う

• ワークブック形式のテキストに

従い演習を実施

• 講義＋演習で各⾃CDP環境を構
築する

• 時間内に全ての演習を実施でき

ないため、必要に応じて各⾃環
境で復習も必要

実施内容

ポイント

• ハンズオン形式により試験環境

にCDPの実装⾏う
・2週間のオフライン試験
・90分のオンライン試験

• 指定した時間内で要件に従って

CDPを実装してもらう

2週間 2週間
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CDP実装コース-講義構成

66

「CDP実装コース テキストブック」

• ⾃⼰学習にも利⽤できる、ガイド付きの演習を含むワークブック形式のテキストブック

「演習⽤のデモウェブサイト環境」

• 受講者は「Audience Studio」コースで利⽤するTREASURE BIKESライクな演習⽤ウェブサイトを構築

• ウェブサイトのコードはGitHubで提供され、全ての受講者がJS-SDKを実装する演習で利⽤

「デモ⽤CDPアカウント」

• 受講者毎に提供される、演習で利⽤するTreasure Data�CDPのデモアカウント

「演習⽤サンプルコード」

• GitHubで提供される演習⽤のサンプルコード
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トレーニングご契約後のフロー
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補⾜：講義に必要な環境

トレーニングの受講には以下の環境が必要となります

68

• 講義は原則としてオンライン(Zoom)で実施します。以下の条件を満たす環境が必要です
⁻ PC
‐Zoomにアクセスできる（カメラ、マイクは任意）
‐演習環境にアクセスできる（ウェブブラウザからトレジャーデータのコンソール画⾯にログインできる）

⁻ 受講者ポータルサイト（ウェブサイト）から以下にアクセスできる
‐Googleスライド（ポータルサイトで講義資料の閲覧に使⽤します）
‐Googleフォーム（ポータルサイトから講義申込、修了試験、アンケート等で使⽤します）
‐講義中の質問掲⽰板 (Slide.com)�（※必須ではありません）

注）受講者ポータルサイト、演習環境への接続情報はトレーニング受講申し込み後に提供します。セキュリティ上Google
スライドにアクセスできない場合は代替⼿段を提供していますが制約が⽣じる場合があります
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ご契約後のフロー

トレーニングのご契約後のフローは次のとおりです

69

受講者

事務局

お申し込み/�
ご契約

受講者情報を登録
テキスト送付先を登録

受講者事前情報を連絡
テキスト発送

講義申し込み
（ウェブフォーム）

講義前⽇に受講⽤
Zoomリンクを送付

講義受講

修了試験

期間内での
1.�必須講義受講

2.�修了試験の合格により
修了認定、修了証発⾏

受講期間内に必要講義を受講受講前



©�Treasure�Data©�Treasure�Data

留意点（順不同）

70

• トレーニングチケットおよび購⼊したトレーニング、認定資格試験の受験期限は購⼊
⽇から原則3ヶ⽉となります。期間終了後の修了認定は⾏なっておりません。

• 各プログラムは内容を変更、追加することがございますが、本資料内で⽰したゴー
ル、⽬的を達成できるようにする点は変更ございません。

• トレーニング開催場所はオンラインが中⼼となります。

• ある程度まとまった数の受講者が同時に受講を検討している場合は⼀社向けの開催も
提供可能です。詳細は担当営業までお問い合わせください。

• トレーニングマテリアルの権利は全てトレジャーデータへ帰属します。
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